
繼
體
天
皇
、
初
め
男
大
迹
王
と
稱
し
、

應
神
帝
の
五
世
の
孫
な
り
。

父
は
彦
主
人
王
。

王
、
近
江
の
三
尾
の
別
業
に
居
り
、

三
國
の
阪
中
井
人
、

某
の
女
振
媛
を
聘
し
て
妃
と
な
し
、

天
皇
を
生
め
り
。

天
皇
、
幼
に
し
て
孤
な
れ
ば
、

振
媛
に
従
ひ
て
高
向
に
鞠
養
せ
ら
る
。

壮
な
る
に
及
び
、
士
を
愛
し
賢
を
禮
し
、

意
豁
如
た
り
。

武
烈
帝
崩
じ
て
嗣
な
し
。

時
に
仲
哀
帝
の
五
世
の
孫
倭
彦
王
、

丹
波
桑
田
郡
に
潜
居
せ
り
。

大
連
金
村
、
議
を
定
め
て
之
を
迎
ふ
。

倭
彦
王
、
儀
衛
の
甚
だ
厳
な
る
を
望
み
見
、

大
に
懼
れ
て
逃
げ
匿
れ
ぬ
。
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元
年
丁
亥
、

春
正
月
四
日
甲
子
、

大
伴
連
金
村
、

更
に
議
し
て
曰
く
、

男
大
迹
王
、

慈
仁
孝
順
な
れ
ば
、

天
緒
を
承
く
べ
し
と
。

大
連
物
部
連
　
鹿
火
・

大
臣
巨
人
勢
臣
男
人
等
、

皆
其
の
議
に
従
ひ
ぬ
。

乃
ち
臣
連
等
を
遣
は
し
、

節
を
持
し
て
法
駕
を
備
へ
、

天
皇
を
三
國
に
迎
へ
し
む
。

天
皇
、

胡
床
に
據
り
自
若
と
し
て
、

侍
臣
を
齋
列
す
る
こ
と
、

儼
と
し
て
帝
坐
の
如
し
。
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持
節
使
等
、
其
の
尊
厳
な
る
を
望
み
視
て
、

内
甚
だ
之
に
嚮
へ
り
。

天
皇
、
猶
豫
し
て
未
だ
道
に
就
か
ず
。

會
河
内
の
馬
飼
首
荒
籠
と
い
ふ
者
、

潜
か
に
人
を
遣
は
し
て
、

具
に
大
臣
・
大
連
の
奉
迎
す
る
所
以
の

意
を
告
げ
し
め
し
か
ば
、
天
皇
、

意
決
し
て
逐
に
發
せ
り
。

歎
じ
て
曰
く
、
荒
籠
な
か
り
せ
ば
、

我
其
嗤
を
天
下
に
取
り
し
な
ら
ん
と
。

　
を
踐
む
に
及
び
、

厚
く
寵
待
を
加
へ
た
り
。

二
十
四
日
甲
申
、

樟
葉
宮
に
至
る
。

二
月
四
日
甲
午
、

大
連
大
伴
連
金
村
、

跪
き
て
鏡
劔
璽
符
を
上
る
。

ぢ

せ

つ

ら

　

　

　

　

　

そ

　

　

そ

ん

げ

ん

　

　

の

ぞ

　

　

　

み

う

ち

は

な

は

だ

　

こ

れ

　

む

か

て

ん

わ

う

　

い

う

よ

　

　

　

　

い

ま

だ

み

ち

　

つ

た

ま

た

ま

か

ふ

ち

う

ま

か

ひ

の

お

び

と

あ

ら

こ

　

　

も

の

ひ

そ

か

　

　

ひ

と

　

　

つ

か

つ

ぶ

さ

　

お

ほ

お

み

　

お

ほ

む

ら

じ

　

ほ

う

げ

い

　

ゆ

ゐ

ん

い

　

　

　

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

ん

わ

う

い

　

け

つ

　

　

　

つ

ひ

　

は

つ

た

ん

　

　

　

い

は

　

　

　

あ

ら

こ

わ

れ

そ

れ

わ

ら

ひ

　

て

ん

か

　

と

く

ら

ゐ

　

ふ

　

　

　

お

よ

あ

つ

　

　

ち

ょ

う

た

い

　

く

は

　

　

　

　

　

　

き

の

え

さ

る

く

ず

は

の

み

や

　

い

た

　

　

　

　

　

　

　

き

の

え

う

ま

お

ほ

む

ら

じ

お

ほ

と

も

の

む

ら

ひ

ざ

ま

ず

　

き

ゃ

う

じ

ふ

け

ん

　

た

て

ま

つ



天
皇
、
僻
譲
す
る
こ
と
再
三
。

金
村
、
地
に
伏
し
て
固
く
請
ふ
。

天
皇
、
逐
に
之
を
許
し
、

是
の
日
、
位
に
即
く
。

時
に
年
五
十
八
。

是
を
男
大
迹
天
皇
と
な
す
。

大
連
大
伴
連
金
村
・

物
部
連
　
鹿
火
・

大
臣
許
勢
臣
男
人
、
並
に
故
の
如
し
。

三
月
五
日
甲
子
、

手
白
香
皇
女
を
立
て
て
皇
后
と
な
す
。

九
日
戊
辰
、
詔
し
て
曰
く
、
朕
聞
く
、

一
夫
耕
さ
ざ
る
と
き
は
、

則
ち
天
下
或
は
其
の
飢
を
受
け
、

一
婦
織
ら
ざ
る
と
き
は
、

則
ち
天
下
其
の
寒
さ
を
受
く
と
。

是
の
故
に
、
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帝
王
躬
も
耕
し
て
、

以
て
農
業
を
勧
め
、

后
妃
親
ら
蠶
し
て
、

以
て
女
功
を
勸
む
。

況
や
、

群
寮
百
姓
に
在
り
て
は
、

其
の
農
績
を
廢
棄
し
て
、

能
く
殷
富
に
至
る
べ
け
ん
や
。

有
司
、
普
く
天
下
に
告
げ
て
、

朕
が
意
を
識
ら
し
め
よ
と
。

十
四
日
癸
酉
、
目
子
媛
・

稚
子
媛
・
廣
媛
・

麻
績
娘
子
・
關
媛
・
倭
媛
・

　
媛
・
廣
媛
の

八
妃
を
納
る
。

二
年
戊
子
、
冬
十
月
三
日
癸
丑
、

武
烈
天
皇
を
葬
る
。
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三
年
己
丑
、
春
二
月
、

使
い
を
百
濟
に
遣
は
し
て
、

其
の
民
の
逃
れ
て

任
那
に
あ
る
も
の
を
括
出
し
て

之
を
歸
さ
し
む
。

五
年
辛
卯
、
冬
十
月
、

都
を
山
背
の
筒
城
に
遷
す
。

六
年
壬
辰
、

夏
四
月
六
日
丙
寅
、

　
　
國
守
穂
積
臣
押
山
を

百
濟
に
遣
は
す
。

因
て
筑
紫
馬
四
十
匹
を
賜
ふ
。

冬
十
二
月
、
百
濟
貢
調
し
て
、

別
に
任
那
の
上
　
　
・
下

娑
陀
・
牟
婁
の

四
縣
を
表
請
す
。

之
を
許
す
。
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七
年
癸
巳
、
夏
六
月
、

百
濟
、
其
の
将
軍
姐
彌
文
貴
・

洲
利
即
爾
を
遣
は
し
て
、

穂
積
臣
押
山
に
従
ひ
て
來
ら
し
め
、

五
經
博
士
段
楊
爾
を
貢
し
、

伴
跛
國
の
己
　
の
地
を

侵
奪
し
た
る
こ
と
を
奏
す
。

冬
十
一
月
五
日
乙
卯
、

召
し
て
、
百
濟
・
新
羅
・
安
羅
・

伴
跛
の
使
者
を
會
せ
し
め
、

詔
を
下
し
て
、
己
　
帯
沙

の
地
を
以
て
百
濟
に
賜
ふ
。

是
の
月
、
伴
跛
、

使
を
遣
は
し
て

來
り
て
珍
寳
を
獻
じ
、

己
　
の
地
を

乞
は
し
め
た
れ
ど
も
、
許
さ
ず
。
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十
二
月
八
日
戊
子
、

勾
大
兄
皇
子
を
立
て
て
皇
太
子
と
な
す
。

詔
し
て
曰
く
、
朕
、
天
緒
を
承
け
て
、

宗
廟
を
保
つ
こ
と
を
獲
、

兢
兢
業
業
と
し
て
、

夕
も
　
れ
て
休
ま
ず
。
間
者
、

天
下
安
静
、
海
内
静
平
に
し
て
、

屡
豊
年
を
致
す
。

懿
か
な
摩
呂
古
、

朕
が
心
を
八
方
に
示
せ
り
。

盛
な
る
か
な
匂
大
兄
、

吾
が
風
を
萬
國
に
光
か
せ
り
。

寳
と
す
る
所
は
惟
賢
の
み
に
し
て
、

善
を
為
す
を
最
も
樂
し
む
。

聖
化
、
茲
に
憑
り
て
遠
く
扇
き
、

玄
功
、
此
に
藉
り
て
廣
く
覃
ぶ
。

寔
に
汝
の
力
な
り
。
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宜
し
く
春
宮
に
處
て
、

朕
を
助
け
て
闕
け
た
る
を
補
ふ
べ
し
と
。

八
年
甲
午
、
春
正
月
、

皇
太
子
妃
春
日
皇
女
に
匝
布
屯
倉
を
賜
ふ
。

三
月
、
伴
跛
、

城
を
築
き
官
兵
に
備
へ
て
、

新
羅
を
侵
掠
す
。

九
年
乙
未
、
春
二
月
四
日
丁
丑
、

物
部
連
を
し
て
百
濟
の
使
い
を
送
ら
し
む
。

夏
四
月
、
伴
跛
、
兵
を
出
し
て
、

物
部
連
を
帯
沙
江
に
遮
り
、

大
に
劫
掠
を
行
ふ
。

物
部
連
、
僅
に
免
れ
て
、

　
慕
羅
に
逃
る
。

十
年
丙
申
、
秋
九
月
、
百
濟
、

其
の
将
軍
州
利
　
爾
を
遣
は
し
て
、

物
部
連
を
送
り
、

よ
ろ
し
　

　

と

う
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う

　

　
ゐ
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す

　

　

　

　
か

　

　

　

　

　

　

お
ぎ
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は
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が
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だ
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の
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む
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且
つ
己
　
の
地
を

賜
へ
る
こ
と
を
謝
し
、

五
經
博
士
漢
高
安
茂
を
貢
し
て
、

段
楊
爾
に
代
へ
ん
こ
と
を
請
は
し
む
。

之
を
聽
す
。 

十
四
日
戊
寅
、
又
其
の
将
軍
灼
莫
古
、

及
び
日
本
斯
那
奴
阿
比
多
を
遣
は
し
て
、

高
麗
の
使
に
副
へ
て
來
朝
せ
し
む
。

十
二
年
戊
戌
、

春
三
月
九
日
甲
子
、
都
を
弟
國
に
遷
す
。

十
七
年
癸
卯
、
夏
五
月
、

百
濟
王
武
寧
卒
す
。

十
八
年
甲
辰
、
春
正
月
、

百
濟
王
明
立
つ
。

二
十
年
、
丙
午
、

秋
九
月
十
三
日
己
酉
、

都
を
磐
余
玉
穂
に
遷
す
。

　か

　

　

こ

も

ん
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か
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あ
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と
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二
十
一
年
丁
未
、
夏
六
月
、

近
江
毛
野
臣
を
し
て
、

衆
六
萬
を
率
ゐ
て
、

任
那
に
往
き
、

新
羅
の
侵
す
所
の
故
地
を
復
せ
し
む
。

筑
紫
國
造
磐
井
叛
き
、

火
・
豊
の
二
國
に
據
り
、

新
羅
と
謀
を
通
じ
て
、

毛
野
臣
を
拒
む
。

秋
八
月
辛
卯
の
朔
、

詔
し
て
、

大
連
物
部
連
　
鹿
火
を
以
て

大
將
軍
と
な
し
、

之
を
討
た
し
む
。

二
十
二
年
戊
申
、

冬
十
一
月
十
一
日
甲
子
、

大
將
軍
物
部
連
　
鹿
火
、

鹿
鹿鹿

鹿
鹿鹿

　

　

　

　

　

　

ひ
の
と
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ふ
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磐
井
を
撃
ち
て
之
を
破
る
。

磐
井
、
誅
に
伏
し
、

筑
紫
悉
く
定
る
。

十
二
月
、
筑
紫
君
葛
子

父
に
坐
し
て

誅
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、

糟
屋
屯
倉
に
獻
じ
て

其
の
罪
を
贖
は
ん
こ
と
を
求
む
。

二
十
三
年
己
酉
、

春
三
月
、

百
濟
、
加
羅
の
多
沙
津
を
以
て

朝
貢
の
路
と
な
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。

之
を
許
し
、

物
部
伊
勢
連
父
根
・

吉
士
老
等
を
遣
は
し
て
、

津
を
以
て
百
濟
に
属
せ
し
む
。

加
羅
王
、
之
を
怨
む
。

い
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は
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是
の
月
、

近
江
毛
野
臣
を
安
羅
に
遣
は
し
て
、

諸
蕃
を
和
解
せ
し
む
。

夏
四
月
七
日
戊
子
、

任
那
王
己
能
末
多
干
岐
來
朝
し
て
、

新
羅
、
約
に
背
き
て

侵
掠
す
る
こ
と
を
訴
ふ
。

是
の
月
、
使
を
遣
は
し
て

己
能
末
多
干
岐
を
護
送
せ
し
め
、

近
江
毛
野
臣
に
勅
し
て
、

二
國
を
和
解
せ
し
む
。

秋
九
月
、

大
臣
巨
勢
臣
男
人
薨
ず
。

二
十
四
年
庚
戌
、
春
二
月
丁
未
の
朔
、

詔
し
て
曰
く
、

磐
余
彦
の
帝
・
水
間
城
の
王
よ
り
、

皆
博
物
の
臣
・
明
哲
の
佐
に
頼
れ
り
。

　こ
あ
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み

の

け

ぬ

の

お

み

　

あ

ら

　

　

　

つ

か

し

ょ

ば

ん

　

わ

か
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ら
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故
に
道
臣
、
謨
を
陳
べ
て
、

神
日
本
以
て
盛
に
、

大
彦
、
略
を
申
べ
て
、
膽
瓊
殖
、

以
て
盛
ん
な
り
き
。
繼
體
の
君
に
及
び
、

中
興
の
功
を
立
て
ん
と
欲
す
る
者
、

何
ぞ
嘗
て

賢
哲
の
謨
謀
に
頼
ら
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
。

降
り
て
小
泊
瀬
天
皇
に
及
び
、

前
聖
隆
平
の
後
を
承
け
、

俗
漸
く
敞
れ
て
悟
ら
ず
、

政
浸
く
衰
へ
て
改
め
ず
。

但
其
の
人
を
用
ふ
る
に
、

各
類
を
以
て
進
め
、

大
略
あ
る
も
の
は
、

其
の
短
き
所
を
問
は
ず
、

高
才
あ
る
も
の
は

其
の
失
ふ
所
を
非
め
ず
。
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故
に
宗
廟
を
奉
じ
て
、

社
稷
を
危
く
せ
ざ
る
こ
と
を
獲
た
り
。

是
に
由
り
て
之
を
觀
れ
ば

豈
に
明
佐
の
力
に
非
ず
や
。

朕
、
大
業
を
承
け
て
よ
り
、

今
に
二
十
四
年
、

天
下
清
泰
に
し
て
、

内
外
虞
な
く
、
土
壤
膏
腴
に
し
て
、

穀
稼
實
あ
り
。

竊
に
恐
る
、
元
元
、

斯
に
由
り
て
漸
く

奢
靡
を
生
ぜ
ん
こ
と
を
。

故
に
今
人
を
し
て

廉
節
の
士
を
擧
げ
、

大
道
を
宣
揚
し
、

鴻
化
を
流
通
せ
し
め
ん
と
す
。 

能
官
の
事
は
、
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古
よ
り
難
し
と
爲
せ
り
。

爰
に
朕
が
身
に
曁
ぶ
。

豈
に
愼
ま
ざ
る
可
け
ん
や
と
。

秋
九
月
、

任
那
の
使
來
り
。

近
江
毛
野
臣
が

綏
馭
の
方
を

失
へ
る
こ
と
を
奏
す
。

是
に
於
て
、
毛
野
臣
を
召
し
還
す
。

二
十
五
年
辛
亥
、

春
二
月
七
日
丁
未
、

天
皇
、
疾
病
な
り
。

位
を
皇
太
子
に
傳
へ
、
是
の
日
、

玉
穗
宮
に
崩
ず
。

年
八
十
二
。

藍
野
陵
に
葬
る
。

追
諡
し
て
継
體
天
皇
と
曰
ふ
。
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